
主   催  独立行政法人国立青少年教育機構 国立沖縄青少年交流の家 
後   援  沖縄県教育委員会、渡嘉敷村、渡嘉敷村教育委員会、琉球新報社、沖縄タイムス社 

場   所  国立沖縄青少年交流の家  
対象・定員  沖縄県在住の小学生（４～６年生） ２０名（応募者多数の場合、抽選とします。） 

              ※学年及び男女の割合を考慮したうえで抽選します。予めご了承ください。 

費   用  ○参加費  ５，３００円（※食費、施設使用料、保険料、雑費等)  
       ○船 賃  １，６１０円（フェリー往復）  

       ○貸切バス代 １人あたり １，３００円程度（参加人数により変動あり）       
        ※参加費、島内バス代は渡嘉敷島で徴収します。おつりのないようご協力ください。      【申し込みフォーム】 

申 し 込 み  (１)下記ＵＲＬにアクセス、又はＱＲコードを読み取って申込みフォームに必要事項を入力ください。 

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=yXvDZAT3zEKo5QzRSouLv-

YEHLGPartEnchugaBeO3xUQkQ3QkdFVjlQVk83WFI3SDlFMFRLMTM0UCQlQCN0PWcu  

※申込みフォーム募集期間中のみ開示されます。 

 (２)申し込み受付期間 令和６年１０月３０日（水）９：００ ～１１月７日（木）１７：００  

※申込者多数の場合は抽選とします。 抽選の結果は１１月１０日（日）までにメールでご連絡いたします。 

 

持 ち 物  〇１日目の昼食（弁当） 〇帽子 〇着替え(1泊 2日分)  〇タオル 〇筆記用具 〇酔い止め薬（必要な方） 

〇野外で活動しやすい服装等 〇マイカップ(水筒可) 〇洗面・入浴用具（歯ブラシ、シャンプー、石けん等） 

〇健康保険証 〇履きなれた靴 〇防寒着（長袖等） 〇屋内用スリッパまたは靴 〇常備薬（必要な方）  

〇ふたつきの 500mlのペットボトル（空でよい） 〇懐中電灯 

※参加費や島内バス代以外のお金や携帯電話、ゲーム等は持参しないでください。 

※カメラや腕時計等の器と湯品は各自の責任で管理してください。 

 

集   合  １１月３０日(土) ８：４５までに泊港で受付（交流の家職員が受付をします。）を済ませる。 

その後に、各自でフェリーチケットを購入し、全員で乗船し渡嘉敷港へ。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※日程については都合により変更になる場合があります。 
     ※上記日程を修了した者には参加証を発行します。 

【事業のねらい】 

令和６年度  「体験！どきどき防災キャンプ」 

【 ～学ぼう防災！やってみよう避難生活！自分や家族の命を守るために！～ 】 

募集要項 

令和 6 年 11 月 30 日（土）～12 月 1 日（日） １泊２日 【予備日：令和 6 年 12 月 7 日（土）～12 月 8 日（日） １泊２日】 期 日 

問い合わせ：国立沖縄青少年交流の家 担当：島袋 亮治 
 ＴＥＬ ０９８－９８７－２３０６，２３０８   

 ＨＰ https://okinawa.niye.go.jp   E-mail okinawa＠niye.go.jp 

日 程 

防災・減災の基本的な考え方として事前対策は大切ではあるが、本事業では、被災後の生活に焦点をあてる。「ドボン料理」や

「ダンボールを使った簡易ベッド作り」等の防災に関する知識・技能を学び、被災後の避難所生活を疑似体験することで防災に対

する意識を高め、被災時に何ができるのかを自ら考えて行動できる児童の育成を図る。 

また、より深化し、特色ある防災プログラムを開発し、学校や地域に普及啓発し国土強靱化につなげていくことを目的の一つと

して、琉球大学講師である城間吉貴氏と連携協働しながら調査・研究を行う。 


